
令和4年2月発行



舗菫弥彎麓

:

0

塁∬競だ頭脱捻ふとは、気温の急な

変化によつて血圧が上下し、rb臓や

血管の疾患が起こることです。

◎予防のポイン ト
畿炒鱚灘鼈釉徹陪晰櫛

脱衣1所に移動した際の温度差を軽減

するために、暖房器具を置くなどしま

しょう。

鰯、絣饉瘍謳憑鑢饉;儡〔戦釉鍵

事故や怪我に備えて携帯電話や予

備ノヽッテリー、食料などを携行しま

しょう.また、登出は、絶えず危険
が伴うことを意頭に、無理な登出は

控えましょう.
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冬出ではこ雪崩発生の兆候や周囲

の積雪状況をよ<観察し、常に安全
を最優 先に行動しましょう.また、
万―に備えて、捜索救助に有効なビ

ーコンなどの装備を確実に携行しま

しょう.
お風1昌め1温1度が42℃以上になると
rb臓に負‐担をかけるといわれています。

また、38℃～40℃に設定するこ
と が 勧 め ら れ て し まヽ す 。 (日本医師会 HPよ り)


